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芽

鞘

の

長

さ

の

ニ

頂

曲

線

の

意

義農

塁堅

土

高

橋

隆

卒

緒

言

著
者
は
本
邦
各
地
に
栽
培
さ
れ
て
ゐ
る
種
k

の
大
薬
品
種
を
庚
く
蒐
集

L
・
夫
等
品
種
の
幼
植
物
の
特
性
に
就
て
比
較
研
究
を
行
う
た
6

そ
の
結
果
の
』
部
は
本
誌
上
に
報
告
し
た
が
、
そ
の
中
に
於
て
、
此
等
大
事
費
日
開
種
は
を
の
芽
鞘
の
長
さ
に
閲
し
て
、
明
瞭
た
二
頂
曲
線
を
一
芯

す
も
の
で
あ
り
、
と
の
と
と
は
甚
だ
興
味
あ
る
貼
で
あ
る
と
と
を
簡
単
に
指
摘
し
て
置
い
た
b

何

Laれ
守
此
等
品
種
の
茅
鞠
J

盛
さ
の

こ
頂
品
開
銀
は

T
肱
ド
・
フ
リ
ー
ス
ロ
国
〈

E
E
の
研
究
し
た
。

bas主
君

ses--冊
、
官
事
の
ニ
頂
曲
線
の
場
合
の
様
K
、
本
邦
大
萎
品
種
が

遺
体
的
に
具
っ
た
こ
群
か
ら
成
っ
て
ゐ
る
と
と
を
暗
示
す
る
か
ら
で
あ
る
。

放
に
、
芽
鞘
の
特
性
を
更
に
調
交
す
る
と
共
に
、
幼
植
物
並
に
成
長
植
物
の
諸
特
性
、
就
中
、
分
類
上
重
要
左
形
質
で
あ
る
、
粒
、
穂
の

本
邦
火
耳
置
品
種
の
分
績
と
地
理
的
分
布
に
関
す
る
研
究

第
一
線

二
七
去

特
位
に
就
て
比
較
研
究
を
行
。
た
。
そ
の
結
果
、
芽
鞘
の
二
頂
曲
線
か
ら
類
別
し
得
た
二
つ
の
品
種
群
の
聞
に
は
、
布
に
迷
ぺ
た
諸
性
質
に

就
て
も
著
し
い
道
具
を
有
す
る
と
と
を
明
か
に
じ
得
た
。
そ
し
て
、
芽
鞘
の
短
い
品
種
群
は
、
恐
ら
く
、
一
一
一
宅
・
今
井
雨
氏
三
役
一
一
一
〉
が
研

究
し
た
所
謂
渦
性
因
子
三
種
の
接
性
因
子
V

を
持
っ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
り
、
且
叉
、
と
の
中
に
は
、
ヶ
ル
Z

ツ
ケ

2
e
g
S
3〈
一
え
さ

の
命
名

L
た

同
町

-
a
2
3
E
a
s
s
e
s『・申
1
8さ

a
S
3
3
F
E・
が
含
ま
れ
て
ゐ
る
と
と
等
が
確
め
ら
れ
た
。



第
一
般

本町時
大
委
品
種
の
分
震
と
地
理
的
分
布
に
腐
す
る
研
究

街
、
形
態
的
に
著
し
〈
具
ワ
て
ゐ
る
此
等
阿
品
種
群
は
生
理
的
民
も
何
等
か
の
差
異
在
一
本
ず
べ
き
と
と
が
論
思
想
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
手
掛

二
七
回

可
去
り
規
則
的
に
分
布
し
て
ゐ
る
と
と
を
知
り
得
た
。

と
し
て
本
邦
に
於
け
る
地
理
的
分
布
を
調
べ
た
。
と
の
際
、
そ
の
皮
、
標
牲
に
就
て
も
同
様
の
調
官
官
を
行
。
た
所
、
此
等
問
。
の
品
種
群
が

故
に
、
設
に
此
等
研
究
結
果
の
大
要
を
報
告
し
ゃ
う
と
思
ふ
。

E 

材

料

並

，c 
方

法

研究 地 E五
計 所 方
保則

存品

量扇
分

重量 敏

一 一 皮。三七
一 一一 重要一

一 一 傑
一 一

七 七 0 察
ト一一一一

一

九
五八 計
八一

種
を
主
と
し
、
と
れ
に
、
営
研
究
所
品
種
保
存
固
に
栽
植
保
存
し
て
ゐ
る
品
種
を

本
質
験
に
供
刷
し
・た
材
料
は
、
本
邦
各
道
府
娠
、
樺
太
、
朝
鮮
、
慈
樺
並
に
満
桝
嗣
に
現
在
主
と
し
て
栽
培
さ
れ
て
ゐ
る
品
種
並
に
在
来

加
へ
た
三
三
丸
日
開
種
で
、
そ
の
匡
分
は
下
表
の
如
く
で
あ
る
。

以
上
の
中
で
、
本
試
臥
眼
目
的
に
合
致
す
る
様
、
努
め
て
多
数
の
品
種
に
就
き
可

及
的
費
一
一
保
件
で
培
養
し
た
も
の
を
測
定
並
に
観
察
の
材
料
と
し
た
。
そ
の
詳
細

を
共
に
述
べ
ゃ
う
。

一
、
幼

植

物

ー、

芽
鞘
l
一
品
種
一
区
三
四
粒
宛
を
額
九
糎
の
ペ
ト
リ
皿
で
砂
耕
培
養
し
た
。
温
度
は
二

O
度
、
期
聞
は
七
日
、
恒
温
器
内
の
漁
度
は
成

る
丈
高
く
保
っ
た
。
そ
し
て
晴
M
拘
置
と
照
度
コ
一

O
ル
ッ
ク
ス
の
光
を
漣
続
問
射
し
た
照
明
区
と
の
こ
種
を
行
っ
た
。
と
の
外
に
向
、
保
件

を
異
に
し
た
諸
積
の
試
験
を
も
併
せ
行
っ
た
。
以
上
の
様
に
し
て
縛
ら
れ
た
材
料
中
、
異
常
宮
古
聞
と
認
め
ら
れ
る
個
慢
を
除
き
費
芽
そ
の
他



ー
、
稗
長
並
に
穂
の
諸
特
性
及
出
穂
期
1
普
通
畑
地
に
六
纏
制
隔
に
一
本
被
し
た
植
物
、
各
品
種
、

守口
i
一
五
個
蝿
を
用
ひ
た
。
稗
髪
、

mv
控
舟
な
佃
鶴
ニ

O
h三
G
に
A
Y

い
て
調
査
レ
た
や

-2
、
第
一
葉
|
雌
↓
一
一
一
-
一
艇
寸
積
五
五
艇
、
探
さ
一

O
額
の
木
箱
に
、
簡
を
か
妙
阜
〈
混
合
し
次
蝿
土
を
儲
め
、
一
品
種
一
一
時
五
五
粒
、
一

箱
一

O
品
種
宛
を
置
床
し
‘
丁
寧
な
管
理
の
下
で
培
養
し
た
。
一
五
七
品
種
を
同
時
に
、
丸
月
二
八
日
か
ら
給
水
生
育
さ
せ
、
第
二
葉
が
仲

長
を
停
止
L
・
第
一
三
葉
。
仲
臣
賞
が
進
み
蛤
め
た
頃
、
韓
*
と
り
直
ち
に
測
定
し
た
。
培
養
期
間
中
の
気
温
は
平
均
二
五
・
六
度
で
あ
っ
た
。

第
一
葉
鞘
の
長
さ
は
粒
の
背
面
基
部
か
ら
葉
片
と
葉
鞘
の
節
迄
、
第
一
葉
長
は
、
そ
の
節
か
ら
先
端
迄
と
し
、
葉
の
幅
は
そ
の
最
大
の
所

で
測
定
し
た
。
何
れ
も
ニ

0
1
2
0佃
惜
の
平
均
値
を
以
て
品
種
の
値
と
し
た
。

二
，
成

長

被

物

祖
国
務
並
区
在
長
は
、
竹
崎
氏
竺
角
這
V

O
雫
均
穂
授
、
世
長
白
方
式
伊
作
品
倣
ひ
司
一
株
中
最
高
科
を
除
き
、
そ
の
分
尊
重
中
良
く
曹
達
し
た
第
ヱ

或
は
第
三
位
の
秤
並
に
穂
に
説
て
調
査
し
た
。
前
」
長
は
同
様
此
等
の
穂
に
於
て
、
中
央
列
、
中
央
部
の
小
植
の
#
」
に
依
っ
た
。
出
穂
期
は
農

林
省
轟
幕
試
験
場
慣
行
の
方
法
に
依
り
調
査
し
た
。

此
等
の
諸
形
質
は
生
育
僚
件
に
依
り
著
し
い
差
異
を
一
訴
す
も
の
で
あ
っ
て
、
叉
、
取
寄
地
方
が
異
っ
て
ゐ
る
潟
、
品
種
陀
依
・
9
可
な
り
本

本
務
大
毎
日
傭
圃
閣
の
分
績
と
地
理
的
分
術
広
翻
す
る
研
究

第
一
一
報

ご
七
五

遁
賞
品
仏
環
境
ξ
・な
A
J

て
ゐ
る
も
の
も
あ
ら
う
。
そ
の
他
陀
就
て
も
多
少
考
慮
を
要
す
る
賄
も
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
が
、
此
の
様
に
多
く
の
品

種
を
取
録
制
V

紙
値
的
危
比
較
を
す
る
鏡
花
は
除
静
支
障
が
お
い
&
考
へ
た
。
事
責
.
栽
培
の
土
地
や
年
次
を
異
広
し
た
材
料
に
抵
で
の
結
果

ゃ
、
測
定
法
の
園
調
っ
た
も
C
K
就
て
も
調
べ
て
見
た
が
‘
此
等
の
聞
に
は
大
し
た
差
異
は
ゑ
か
っ
た
.

2
、
時
刺
軸
並
に
謹
穎
D
長
さ

l
宿
の
標
準
穂
の
中
、

一
品
種
二
穂
、
各
穂
に
就
て
夫
身
中
央
列
、
中
央
部
の
五

l
六
個
を
用
ひ
、
南
方
共



本
邦
大
饗
品
植
帽
の
分
類
と
地
理
的
分
布
に
閲
す
る
研
究

第
一
報

二
七
六

L
O個
の
平
均
値
を
以
て
品
種
の
債
と
し
た
。

庭
刺
は
右
材
料
か
ら
針
で

T
宙
干
に
外
し
、
と
れ
を
ス
ラ
イ
ド
上
に
置
き
、
度
の
低
い
双
眼
轍
微
鏡
下
で
測
定
し
た
。
単
位

0
・

護

額
は
ピ
ン
セ
ッ
ト
?
丁
寧
に
外
し
二
枚
の
ス
ラ
イ
ド
の
聞
に
挟
ん
で
測
定
し
た
。
護
績
は
穎
と
を
か
ら
成
ワ
て
ゐ
る
が
そ
の
境
界
が
判
婦
と

し
な
い
故
、
全
長
を
期
ひ
た
。

E 

責

駿

結

果

3
、
止
薬
の
長
さ
及
び
幅

l
前
年
度
に
研
究
所
の
品
種
に
就
て
測
定
し
た
結
果
を
用
ひ
た
。
要
領
な
第
一
葉
む
場
合
と
同
様
で
一
品
種
二
む

個
慢
の
乎
均
で
あ
る
。

一
二
、
栓

艦
大
及
千
栓
重

l
各
地
方
か
ら
取
寄
せ
た
原
試
料
を
用
ひ
た
。
栓
中
へ
は
、
粒
の
金
量
を
一
度
ニ
・
七
l
一
・
五
耗
、
五
段
め
飾
に
か
け
夫
等

の
モ
1
F
F
を
中
心
と
す
る
三
段
か
ら
、
約
一

O
O粒
を
、
各
荷
そ
の
粒
敷
比
に
感
じ
て
取
り
、
此
等
を
測
定
、
平
均
値
を
求
め
た
。
千
粒
重

は
原
試
料
に
就
て
常
法
に
依
り
調
査
し
た
。

一
、
芽
鞘
の
特
牲
に
依
る
本
邦
大
要
品
種
の
類
別

第
一
表
及
第
一
闘
は
暗
黒
並
に
照
明
僚
件
で
生
育
さ
せ
た
場
合
に
於
け
る
本
邦
中
へ
萎
品
種
の
芽
鞘
の
長
さ
の
塑
具
欣
況
を
示
し
た
も
り
で

あ
る
。
本
結
果
に
明
か
左
様
に
何
れ
の
場
合
で
も
明
瞭
念
二
頂
州
線
を
注
し
せ
ゐ
る
と
と
が
認
め
ら
れ
、
そ
し
で
、
両
方
の
峯
の
合
し
た
谷

問
粍
と
な
っ
て
ゐ
る
。
而
し
て
、
本
去
で
は
明
か
で
左
い
が
、
暗
黒
阪
で
一
一
-七
耗
以
下
の

は
、
暗
黒
の
試
敏
で
は
一
一
七
粍
、
照
明
直
明
、
は
.



本邦産大菱の芽鞘の長さの品種間貸異

.. 区黒1.暗
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品
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品
躍
明
敵

本
相
却
大
饗
品
種
の
分
績
と
地
理
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分
市
に
闘
す
る
研
究

第
一
線

線

計

1は毎日10分内外室内微光に照射、他は暗黒， 2は 120lurにて連績照射* 

平
均
値
を
持
つ
品
種
と
一
一
一
八
粍
以
上
。
品
種
は

照
明
直
の
一
二
閲
粍
以
下
及
び
以
上
の
品
種
と
良
く

一
致
し
た
。
そ
の
他
の
試
験
に
於
て
も
、
同
様
の

事
が
確
め
ら
れ
た
。
前
報
告
に
も
越
べ
た
様
に
、

此
の
試
験
に
於
て
は
、
各
品
種
の
芽
鞘
の
長
さ
の

平
均
値
は
誤
義
が
甚
だ
少
い
も
の
で
あ
ヲ
て
、
と

の
と
と
は
以
上
述
べ
た
事
が
正
し
い
と
と
を
裏
書

き
す
る
も
の
と
云
へ
ゃ
う
。

広間，7日後の測定結果

芽二
鞘つ今
のの
短品と
い種の
品群様
種のに
群中し
を」て
短oZ 二
型。 Z1F
」長思
略ぃ鶴
橋 Y か
す主ら
る ζ 分
と EL ち
と孟二極
主宍- ~ヒ

す
る
。
筒
、
本
邦
各
地
方
品
種
の
長
型
及
短
型
の

所
易
蹴
係
bz地
方
別
設
に
、
皮
、
裸
別
に
附
表
に

掲
げ
て
置
く
。
と
の
場
合
、
一
定
の
値
を
限
界
と
し

て
、
殆
ど
凡
て
の
品
種
は
良
く
類
別
が
行
は
れ
る

二
七
七



本邦大萎の芽斡の長さの品種間鍵異第一岡

本
第
夫
妻
品
種
の
晶
H
a
k
-
-唖的晶
HMmに
鱒
ず
る
研
究

第
一
線
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三
七
八

11: 

〈照暢巌〉

圃圏直由回全品種

ョー

華寺

-~ 

一一一ー一度

一一一漢

z 

E愛型晶種の努開

T 

崎

、

• 同国.... ・"

.、.，

4 

.fo 

3s 

s 

が
、
境
回
押
附
近
の
口
問
種
で
ほ
数
聞
の
同
様
の
輯
験
結
果
及
び
他
の
形
態
的
特
性
を
も
併
せ
考
へ
て
類
別
が
符
は
れ
た
・

捕
、
此
わ
緑
化
生
と
仁
常
磐
鞘
わ
長
さ
花
俵
め
分
P
先
制
品
種
鮮
わ
輪
対
鞠
に
は
、
共
の
様
な
形
態
的
差
異
が
認
め
ら
れ
、
従
っ
て
と
ゆ
と

口

問 2)

I! 
敏

30 

積 20



み
は
比
較
的
近
制
相
し
た
値
を
持
つ
品
種
の
阪
別
に
有
則
ぜ
あ
る
。

長
型
及
び
短
型
品
種
の
芽
鞘
は
外
観
上
左
の
様
な
差
異
を
示
し
て
ゐ
る
。

一
般
に
、
長
型
品
種
の
芽
鞘
は
、
小
萎
の
来
れ
の
様
に
υ

伸
長
す

る
と
、
薄
膜
欣
で
、
楠
荷
透
明
に
た
る
に
反
し
、
短
型
の
芽
鞘
は
組
織
が
厚
く
強
闘
で
‘
相
首
長
期
間
、
白
色
不
透
明
の
ま
L
マ
る
る
・
む

れ
は
、
芽
鞘
の
冨

g
e
sロ
が
崩
損
す
る
と
、
長
型
で
は
、
外
表
皮
と
内
表
皮
が
共
に
く
づ
れ
て
相
癒
着
す
る
に
反
し
、
短
型
で
は
此
等
の

組
織
が
厚
く
固
い
錦
、
雨
表
皮
組
織
は
そ
の
中
聞
に
宰
胴
を
残
し
た
ま
L
建
っ
て
ゐ
る
と
と
に
依
る
の
で
あ
る
。

街
、
短
型
日
間
種
に
特
有
の
塑
異
が
芽
鞘
に
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
附
岡
第
一
及
び
第
二
に
示
す
様
た
突
起
の
存
在
で
あ
る
。
と
の
突
起
は
、
華

輸
の
先
端
の
切
目
〈
第
一
葉
。
現
は
れ
る
所
}
の
基
部
に
、
通
常
匹
に
面
し
た
側
に
生
じ
る
。
先
の
塞
っ
た
周
筒
献
で
、

g
S
4
S
Z
は
二
、

三
屠
し
か
た
い
が
、
そ
の
他
は
芽
鞘
の
組
織
と
殆
"
と
費
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。

此
の
外
、
短
期
品
種
の
芽
鞘
に
は
、
第
二
聞
に
示
す
様
に
と
の
突
起
の
生
や
る
反
封
側
に
、
叉
、
別
に
一
つ

O
切
れ
込
み
を
屡
k

生
十
、

る
。
・
即
ち
、
此
等
の
芽
鞘
で
は
そ
の
先
端
に
二
つ
の
切
れ
込
み
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
て
、
幼
植
物
が
成
長
し
て
来
る
と
、
と
の
様
恋
芽
輸
で

は
属
身
、
と
の
切
れ
込
み
が
按
吠
さ
れ
そ
の
基
部
迄
裂
け
て
ゐ
る
の
が
認
め
ら
れ
る
。

長
型
品
種
の
芽
鞘
に
於
て
は
、
此
の
様
た
塑
異
を
全
く
生
じ
な
い
@

元
も
、
此
等
の
突
起
や
切
れ
込
み
の
費
育
の
程
度
は
品
種
聞
に
も
著
し
い
差
が
あ
。
、
又
、
桐
慨
に
依
っ
て
も
刷
費
る
・
而
じ
て
、
此
等
の

特
性
は
、
高
温
、
強
烈
な
光
線
の
照
射
等
、
芽
鞘
の
生
長
を
抑
制
し
た
場
合
に
特
に
願
著
に
た
る
様
に
見
受
け
ら
れ
た
。

此
の
離
に
、
此
等
隔
日
間
種
群
は
、
芽
輸
の
長
さ
の
み
で
な
く
、
そ
の
形
態
に
も
著
L
い
発
の
あ
る
と
と
が
認
め
ら
れ
る
。

二
、
幼
植
物
及
び
成
長
植
物
の
.
諸
特
性
の
比
較

本
副
知
大
畠
耳
目
園
田
園
の
分
額
と
地
理
的
分
布
に
圃
帽
す
る
研
究

第
土
報

一一七九



本
布
市
大
饗
ロ
田
植
帽
の
分
震
と
地
理
的
分
布
に
闘
す
る
研
究

第
一
線

以
上
の
如
叱
‘
芽
輸
の
特
牲
に
依
hv
本
邦
大
安
品
種
を
明
瞭
に
二
つ
に
大
別
し
得
た
が
、
此
等
の
雨
口
m
種
群

が
劫
植
物
並
に
成
長
航
物
の
諸
特
性
に
闘
し
て
如
伺
た
る
裳
嗣
簡
を
示
す
か
を
調
益
し
た
。
え
の
結
果
を
次
に
迷

ぺ
る
@

1
、
幼

植

物

〈
イ
w

幼
植
物
の
外
翻

一
五
七
品
種

に
就
て
、
長
湖
一
及
短
型
商
品
種
群
を
、

そ
の
外
観
に
就
て
比
較
す
る
と
、
，
弐
の

様
に
明
か
な
叢
異
の
あ
る
と
と
が
わ
か

る
附
剛
第
三
及
第
四
に
見
る
様
K
.
短

現
品
種
の
幼
被
物
は
何
れ
も
、
長
型
口
問

種
の
来
れ
に
比
し
て
、
短
胞
で
あ
る
。

議
色
は
、

一
一
般
に
極
め
て
温
い
。
筒
、

第
占
棄
に
は
、
屡
々
そ
の
先
端
部
附
近

長型及短裂品種群の第一葉鞘の長さの費異

。l' __;. 
7.5 q5 115 f主51~ 11.5"向5.2t5 .as.25.5 27.5 115 31.，5 335 355 3'l5 315 
.第一葉帽の長さmm.

一一長型

…・・ー短型

第三圃

.25 

，20 

応

10 

5 

に
於
で
、
・芽
鞘
に
現
ぷ
れ
る
様
た
数
個

の
突
起
を
生
白
じ
、
又
、
葉
先
が
ニ
つ
に
裂
け
る
も
の
、
或
は
漢
が
著
し
く
鍵
形
し
、
中
央
部
附
近
で
捻
れ
る
日間

品

麓

ft 

こ
え
G長聖及短型品種群の第一葉鞘の長さの費異

階級 25.5 27.5 29.5 31.5 33.5 
(mm) 

麓品長型 15 21 18 24 6 6 1 97 

教短型 11 17 24 60 

第二表



置
が
可
お
り
あ
る
@

長
型
品
種
の
第
一
葉
は
一
般
に
淡
色
で
あ
り
、
如
上
の
様
な
費
化
物
を
生
じ
る
と
と
は
な
い
。
(
附
聞
第
三
、
四
)

第
一
棄
の
葉
鞘
の
長
さ
に
就
き
、
雨
品
種
群
の
聞
の
饗
具
を
比
較
し
た
結
果
は
第
二
表
及
第
三
闘
の
如

【

回

)

第
一
棄
の
葉
鞘
の
長
さ

て
で
あ
る
。

第
二
表
及
第
三
聞
に
明
か
た
様
に
長
型
の
第
一
葉
鞘
の
品
種
間
費
異
は
一
九
|
三
七
粍
の
幅
を
一
不
し
、
そ
の
モ
ー
ド
・
は
二
八
粍
附
近
に
あ

り
・
短
現
品
種
叫
均
ね
は
鑓
異
の
幅
、
九

l
↓
八
栢
マ
・
そ
の
モ

l
y
は
一
同
拓
附
近
ち
あ
る
。
印
ち
、
長
型
品
種
の
葉
鞘
長
は
短
型
品
種

の
夫
れ
に
比
し
て
常
に
長
い
。
従
う
て
、
と
の
結
果
か
ら
雨
品
種
群
の
区
別
は
芽
鞘
の
長
さ
の
み
ゑ
ら
や
，
、
第
一
葉
鞘
長
を
以
て

V
行
ふ
と

さ
が
出
来
る
と
と
を
知
り
得
た
諦
で
あ
る
・

【ロ
V

第
』
葉
わ
葉
片
hu
長
さ
及
幅

同
一
材
料
に
就
て
、
第
一
葉
片
の
長
さ
及
幅
広
就
て
の
測
定
結
果
を
第
三
表
及
第
山
嗣
A
及
B
住

一本す。

本
朝
刊
大
皿
留
品
菖
の
分
a
m
k
地
理
的
分
布
に
闘
す
る
研
究

第

一
誠

二
八

第
ヨ
表
広
一
倒
れ
ば
.
第
二
蝿
片
の
長
さ
は
、

一
一
般
に
畏
郡
一
品
種
が
短
型
品
種
に
比
し
て
長
い
・

第
一
葉
の
幅
に
就
て
は
長
さ
の
結
果
と
は
逝
と
な
り
、
全
般
的
に
、
長
型
品
種
は
幅
狭
く
、
短
型
品
種
は
幅
庚
い
。

今
、
と
の
雨
結
果
か
ら
、
各
品
種
に
就
て
そ
の
帽
に
劃
す
る
長
さ
の
比
教
を
求
め
て
み
る
と
第
三
表
〈
C
)
及
第
四
圃

(
C
V
の
如
く
で

あ
る
。
此
の
比
教
に
依
っ
て
葉
の
形
を
大
値
推
量
出
来
る
の
で
あ
る
が
、
と
の
結
果
か
ら
、
長
型
品
種
群
の
第
一
葉
は
何
れ
も
制
長
で
あ
り
、

と
れ
に
反
し
、
短
型
品
種
は
明
か
に
短
形
で
あ
る
と
と
が
判
る
。

2
、
成

長

植

物
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第
三
表

長
型
及
短
型
品
種
群
の
第
一
葉
に
於
け
る
長
さ
及
幅
の
艶
異

A
長
さ

fJ1 

印

階
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m
m
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制
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h

，q
w
 
外

観

一一ー一長型

-短型

幼
植
物
の
時
期
に
於
て
、
此
等
商
品
種
群
の
聞
に
明
か
も
仏
楚
が
認
め
ら
れ
た
が
・
此
等
雨
群
の
量
的
聞
係
は
成
長
植
物
に
於
で
も
費
化
投

《
維
持
さ
れ
て
ゐ
あ
糠
に
一
見
し
で
臨
め
得
る
。

km現
品
種
は
一
般
に
外
観
が
短
犯
で
、
薬
は
濃
様
で
、
直
線
的
で
あ
り
、
且
秤
に
併
行
し
て
常
生
し
て
ゐ
る
。
形
は
鞘
丸
味
を
帯
び
葉
先

第四岡 A 長型及檀型品種静の第一葉の長・さの嵯異

一一長型

-・ー・・短型

雌~

長型及短型品種群の第一葉の帽の塑異

lね5IZあII~ 
..1<....ー-
q25 1臨

h .、
;、

J L l 

O~ 
白山由脇

第一獲の長さ m.m. 

第四闘 B

IS 

10 

種 5 

敏

品

本
邦
大
壇
賞
品
種
の
分
圃
慣
と
地
理
的
分
布
に
閉
す
る
研
究

第
一
般
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、
第四幽 G 

長型及短型品種群の第一棄に於けるの~費晃
長さ '1' 

本
苑
犬
養
品
種
の
分
類
と
地
理
的
分
布
に
厨
す
る
研
究

第
一
一
徹

一
一
八
殴

一一一長型
一短型

r、

/¥ ー下
旬 8~ QS 105 115 1.2， 135防 155165 175 185 

'ー濃の曇xl000

迄
幅
賢
い
。
穂
は
通
常
短
〈
、
粒
着
が
密
で
所

間
{
ハ
角
姿
に
属
す
る
。
世
・
も
短
く
、
巾
債
い
。

殊
に
、
何
れ
も
硬
く
甚
だ
脆
い
。
草
丈
も
亦
低

い
も
の
が
多
い
様
で
あ
る
。
科
も
亦
可
た
り
太

ν、。
反
之
、
長
型
品
種
で
は
一
般
に
、
細
長
で
あ

る
。
草
丈
高
〈
、
淡
色
の
糞
を
持
つ
も
の
が
多

ぃ
。
叉
業
先
が
細
く
尖
り
、
日
展
々
糞
は
垂
れ
て

ゐ
る
。
穂
型
に
は
問
角
種
及
六
角
種
の
二
種
が

認
め
ら
れ
る
。
を
は
硬
く
揮
力
性
に
富
む
志
の

と
、
制
く
て
軟
い
も
の
と
が
あ
り
、
前
者
で
は

以
上
は
分
類
上
参
考
に
訟
る
詰
肱
を
抽
出
記
載
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
品
種
に
依
-P
、
両
群
の
中
に
は
何
れ
も
種
品
川
の
蟹
具
が
あ
る
か
ら
、

通
常
長
を
で
、
後
者
は
中
長
告
で
あ
る
・

30 

20 

品

10 

穆

It 

〈

ロ

》

此
等
を
正
確
に
示
す
策
、
各
特
性
に
就
て
、
別
々
に
統
計
的
に
鑓
異
曲
棋
で
比
較
し
た
結
果
を
次
に
述
べ
る
と
と
L
す
る
。

本
邦
大
築
品
種
は
科
長
に
就
て
も
可
な
り
大
き
な
雌
愛
国
費
を
持
っ
て
ゐ
る
。
第
四
表
及
第
五
闘
は
、
長
型
及
び
短
型
品

稗

長

種
群
の
梓
長
の
口
問
題
間
聾
異
の
吠
況
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
雨
品
種
群
と
も
可
な
り
製
異
の
輔
が
庚
く
、
雨
曲
線
は
可
な
り
の
部
分
に



第
四
表
長
、
型
及
短
型
品
種
群
の
梓
長
泊
費
呆

、，

91 

第
五
表

長
型
及
短
丞
~
品
種
群
の
止
棄
の
長
さ
及
帽
の
餐
異

A
襲
長

品種歓
'zl 

B
業
幡

品種数
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27 
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時
保
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志
郎
中

AERa--の
分
領
、
と
地
銀
-
約
分
布
に
罰
す
る
耳
慣
究

於
て
査
は
っ
て
ゐ
る
・

し
か
し
乍
ら
、
短
型
品
種
は
そ
の
大
部
分
は
七

O
!八
O
糎
で
あ
り
、
長
型
日
開
種
は
ん
五

1
一
O
五
締
で
あ

Oτ
・

D
梓
長
が
、
長
製
品
種
の
夫
れ
に
比
し
て
短
い
と
と
が
明
か
に
毘
め
持
ら
れ
る
。

止

葉

の

形

欣

葉

の
E
K
さ
亥
ぴ
絹
は
外
界
の
諸
僚
件
に
£
り
著
し
〈
異
る
も

ρ
で
あ
る
。
叉
、
そ
の
位
置
に
依
っ
て
も
周
到
る
か
ら

長型友短型品種群の碍長め聾舞第五圃

《

ハ

》

戸、‘一司

/川Lへ
寄年翌年念亨芋 EF「常宰ぢ字句毒苓
~8ó ~gミぎ~~憶を~ '8 ~己主お宮~舌
葬長畑

ー-一長魁
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15 

第
一
級

-写一本
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'" 国 to

種

5 
敏

二
久
六

JO 
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-45 55 65宵笛CfS105 115 t志向階 155"16~ fT5 1笛

止薬の告

一一一長型
…-短製

品 5

語

電量
一
般
に
、
短
型
品
種



比
較
が
困
難
で
あ
る
・
と
L

で
は
、
止
葉
を
以
で
葉
の
代
表
と
し
て
測
定
を
行
び
、
比
較
一堂
行
令
た
・
そ
の
結
果
は
第
五
謙
及
び
第
え
闘
の

血
〈
で
あ
る
・

止
葉
の
長
さ
及
び
幅
に
闘
し
で
は
、
大
略
、
第
一
葉
の
結
果
と
犬
差
が
友
い
。
但
し
、
葉
の
長
さ
に
就
て
長
型
品
種
の
聞
に
於
て
は
著
し

い
組
提
出
費
が
見
ら
れ
、
若
干
の
品
種
は
短
型
品
種
γ
と
同
長
で
あ
っ
た
。

筒
、
第
一
葉
と
同
様
、
葉
の
形
堂
、
帽
に
封
す
る
長
さ
の
比
敷
で
示
し
た
所
、
第
五
表
C
及
び
第
六
闘
の
如
く
、
第
一
棄
の
場
合
と
殆
ど

同
様
の
結
果
を
示
し
た
・

卸
ち
‘
止
棄
に
於
て
も
、
長
さ
に
糊
し
て
航
製
品
種
は
一
一
般
に
範
く
、
-
吃
の
帽
に
就
て
は
、
幅
贋
〈
、
従
っ
て
葉
の
形
は
、
矩
型
は
概
し

て
短
形
で
あ
り
、
長
酬
伎
は
と
れ
に
比
し
て
納
長
で
あ
る
と
と
認
め
持
ら
れ
る
。

型車漏E日

陛

当E

《

こ

穂

↓
へ
萎
の
棚
長
は
、
と
h
に
供
用
し
た
材
料
で
は
一
一一
極
位
か
ら
一
間
腕
位
ま
で
の
壁
巣
が
あ
る
・
し
か
も
そ
の
建
具
が
、

不
連
積
的
で
あ
る
と
と
は
甚
だ
興
味
の
あ
る
黙
で
あ
り
、
特
殊
の
強
力
な
遺
体
悶
子
の
存
在
を
暗
示
す
る
も
の
で
あ
り
、
文
、
分
類
上
位
め

長

て
有
用
で
あ
る
と
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

鵠

〉ト

搬

期
随
凶
簡
幽
陪
恥
出
陣
韓
色
揚

m
s噸
湘

環
画
期
(
回
目
)

m 

苫

商

陛

お

本
調
印
大
褒
晶
画
唖
の
分
類
、
と
地
理
的
分
街
に
回
す
る
研
究

第
一
栂

一一
八
七



本
邦
大
婆
品
種
の
分
一
額
と
地
理
的
分
街
に
闘
す
る
研
突

宮島

幸絞

扱
℃
、
消
六
表
及
び
第
七
圃
は
長
型
及
短
型
日
開
種
群
。
穂
長
の
場
開
時
伺
快
況
を

比
較
し
た
結
果
で
あ
る
が
、
と
れ
に
依
る
と
、
短
担
品
種
で
は
一
二

O
|山
ハ
五
粍
の

穂
長
で
あ
り
、
長
型
品
種
で
は
一
ニ

O
l
一
四
O
粍
に
捗
る
種
々
の
程
度
の
穂
長
を

一郎し
て
ゐ
る
J

卸
ち
、
穂
長
に
閲
し
で
は
、
短
型
品
種
は
一
一
般
に
短
く
、
長
型
品

種
は
建
国
央
大
き
く
、
殊
に
長
大
な
穂
の
品
種
は
凡
て
長
型
に
岡
崎
じ
て
ゐ
る
と
と
を

示
L
て
ゐ
る
。
と
h

で
も
雨
品
種
群
の
聞
に
一
定
の
傾
向
の
差
あ
る
と
と
を
認
め

特
る
の
で
あ
る
。

大
萎
は
苦
っ
形
に
闘
し
、
叉
長
さ
に
闘
し
て
種
々
の
費
異
一
を
示
し

円
ホ
}
世

て
ゐ
る
。
主
列
及
側
列
に
略
k

同
長
の
で
を
有
す
る
も
の
、
側
列
に
ゐ
-4告
を
快

く
も
め
或
は
#
」
が
雌
変
形
し
て
三
叉
秋
を
呈
し
て
ゐ
る
も
の
等
が
る
る
。
と
h

に
取

扱
ワ
た
の
は
前
三
者

κ嵩
ず
る
品
種
で
あ
る
が
、
第
七
表
及
第
八
闘
に
見
る
様
に
、

さ建

cr 
測?

慰謝旨ロ

長型及短型品種群D穂長の費異第七圃

二
凡
nハ

ーム一一一長型

-----...短型

!IL 

頭 I; 
d.: 

I 

15 

品 10

数

苫巴D
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長型及短型t品種群の芭長の費異

型思費

型

型

主

長

短

長

妨

第八岡

お

:25 

作
用
を
有
す
る
と
の
べ
て
ゐ
る
。

短型
tJj主2匪

そ
の
中
央
列
中
央
部
の
世
長
に
就
て
も
、
著
し
い
w
建
国
宍
が
あ

t~ 
圏

2D 

" 晶

穂 {O

5 

り
、
且
、
可
た
り
不
連
積
的
曲
線
一を
示
し
て
ゐ
て
、
と
の
と

と
は
芭
が
大
葬
の
分
類
上
重
要
観
さ
る
べ
を
も
の
で
あ
る
と

と
を
示
し
て
ゐ
る
・

扱
て
、
世
田
買
に
闘
し
、
長
型
及
短
型
の
品
種
頻
度
の
的
線
を

比
べ
て
見
る
と
、
短
型
で
は
一

O
L八
O
粍
の
間
に
あ
り
、

長
型
で
は
一
一
一
J
l
一
五
五
粍
の
間
応
分
布
し
て
ゐ
る
、
即
ち

短
型
品
種
の
世
長
は
概
し
て
短
〈
、
長
型
品
種
は
八

O
粍
以

上
の
長
在
種
を
含
ん
で
ゐ
る
と
と
が
南
者
の
大
き
庁
、
相
建
知

で
あ
る
.

側
列
に
#
」
を
歓
く
の
は
、
地
野
氏
(
喜
一
五
)
広
よ
れ
ば
‘

。
の
抑
制
因
子
に
基
因
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
民
は
と
の
悶

・

子
は
同
時
に
主
列
の
を
長
ぱ
射
し
て
も
長
さ
を
減
少
さ
せ
る

散

と
L
に
取
扱
っ
た
所
謂
坊
主
萎
に
於
て
も
概
ね
右
の
事
が
認
め
得
ら
れ
る
も
の
で
、

一
般
に
何
れ
も
短
芭

で
あ
る
。
短
型
の
品
種
は
凡
て
一

O
粍
内
外
で
あ
り
、
長
型
の
も
の
は
コ
一

G
1八
O
粍
で
あ
っ
た
。
更
に
多
く
の
材
料
に
就
て
調
査
ぜ
ね
ば

枇
邦
銀
と
し
た
と
占
は
云
へ
た
い
が
、
幼
主
窓
会
。
中
で
も
同
様
な
闘
係
の
あ
る
と
と
は
認
め
得
ら
れ
る
。

本
邦
大
婆
品
還
の
分
覇
酬
と
地
理
的
分
布
に
偏
す
る
研
究

第
一
線

二
久
丸



〈へ
V

底
刺
軸
の
長
さ

本
邦
大
餐
品
種
の
分
類
と
地
理
的
分
布
に
闘
す
る
研
究

底
刺
は
大
萎
の
分
類
上
以
前
か
ら
可
た
り
重
要
観
さ
れ
た
形
質
で
あ
る
。
毛

第
一
級

茸
の
形
、
長
さ
、
着
生
の
密
度
等
に
蹴
て
詳
細
注
研
究
が
行
は
れ
、
と
れ
を
品
種
の
分
類
上
に
或
は
そ
の

一
般
に
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
、

A
型

〈
間
早
削
胞
、
長
毛
)
と
C
型
〈
多
細
胞
或
は

補
助
手
段
と
し
て
用
ひ
て
ゐ
る
人
が
可
な
り
あ
る
。
本
邦
大
婆
に
は
、

分
岐
毛
、
短
毛
)
の
二
種
が
見
ら
れ
る
が
、

と
L
で
は
と
れ
等
に
は
鯛
れ
や
、
唯
そ
の
軸

の
長
さ
に
就
て
の
み
述
べ
る
と
と
L
す
る
・

(
附
園
第
五
4
9
矧
)

銀
て
、

一
六
三
品
種
に
就
て
底
刺
軸
の
長

さ
の
品
種
間
饗
異
の
欣
況
を
調
奈
し
た
結
果

は
第
八
表
及
第
九
闘
の
如
く
で
あ
る
。

と
の
結
果
に
依
る
と
、
長
型
品
種
群
は
、

• 

一
・
六
耗
l
l四
・
問
粍
に
渉
り
、
二
・
二
種
!

-
一
ニ
・
八
粍
程
度
の
も
の
が
最
も
多
い
。
反
之
、

短
型
品
種
群
で
は

0
・
七
粍

l
二
・
問
粍
の
費

異
の
幅
化
持
ち

0
・
九
粍

l
一
・
八
粍
程
度

長型及び短型品種群の底刺軸の長さの艶異

41.5 45.5 

ーー一一ー長型

-・・・・・短型

~.5 お.529.5 

，-、
.‘ ， . . 
‘ ‘ 官 、

・p. . . . . 
"' . . . . . . . . . ， 
。
5.5 9.5 13.5 17.5 21.5 25.5 

底耳目j舶の長さo.lmm.

第九闘

10 ・・

'" DO 
tD 

t~ 

g 

議

敏

二
九
O

長型及短型品種群の底刺軸の長さの賓異

底耳目j納 11. 13. 15. 17. 5 包5 29hl3判3Vb3W3b  0の.1長mさm 
7.5 9.6 5 5 5 51 51 5 

長型 2 3 3 10 9 5 7 8 6 5 1 

短型 2 15 16 19 19 ロ 5 3 1 

第八表



り
も
の
が
多
い
。
と
の
様
に
一
部
の
品
種
で
は
多
少
と
れ
に
よ
り
直
闘
し
得
泣
い
も
の
が
あ
る
が
、
犬
部

弁
の
品
種
で
は
長
型
が
常
に
短
型
よ
り
底
刺
軸
の
長
さ
が
長
い
と
と
が
認
め
ら
恥
る
・
卸
ち
、
此
の
底
刺

A

ト
v

護
頴
の
長
さ

護
穎
も
亦
大
事
実

軸
の
長
さ
に
就
て
も
雨
型
の
聞
に
、
以
上
に
地
べ
た
諸
形
質
と
同
様
た
義
国
間
が
確
認
さ
れ
る
。

介
類
上
重
要
な
形
質
&
見
倣
さ
れ
て
ゐ

る
。
そ
の
形
、
犬
き
さ
等
に
依
る
分
類

が
現
在
一
一
般
に
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
。

本
邦
の
・
犬
訓
ダ
廿
』
は
讃
額
。
掛
川
、
対
き

さ
に
鈴
り
著
し
い
義
は
認
め
ら
れ
や
拘

れ
も
制
披
針
形
を
し
て
ゐ
る
が
、

護
領
の
在
む
長
さ
に
は
可
念
b
著
し
い

盤
固
興
が
見
ら
れ
、
植
を
一
見
し
た
時
に

そ
の
長
短
に
依
@
可
及
h
v
具
。
た
印
象

を
輿
へ
る
込
の
で
あ
る
a

担
て
、
本
邦
大
築
一
七
二
日
間
種
に
就

て
夫
k

護
穎
の
塗
.長
b
L
測
定
L
‘
雨
型

第一O圃

.25"~ :¥ 

15ト . I 

種 I: ¥ 
5ト: . ¥ べ

jjJハソケ 」

."6 7 '8 q 10 T112 131415 16171819 :KJ'J -'% 23 l4-l'5 lE2.7 
11額の長さ m.m. 

と
の

長型及び短型品種群の叢顕の長さの費異

「→ーマー長型

-一--一短型

10 

品10

本
部
大
皿
冒
咽
岨
置
掴
め
分
額
L
」
地
樫
約
分
布
に
圃
す
る
耳
岡
賢

第一一徹

長型及短型品種群の謹顧の長さの費異

77 

95 

416 

215 

4 1 

5 

第九表
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b
d
L
 型長
短
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本
相
知
大
憂
晶
画
帽
め
分
量
酬
と
地
理
的
分
布
に
閉
す
る
碕
究

第
一
報

二
九
二

の
品
種
頻
度
曲
棋
を
比
較
し
た
結
果
は
第
九
表
及
第
一

O
闘
の
如
く
で
あ
る
?

異
の
巾
は
七
粍

l
一
四
粍
、

と
の
結
果
に
依
る
と
‘
長
型
品
種
群
の
捷
異
の
巾
は
一

O
粍

l
一
一
六
粍
で
、
モ
ー
ド
は
一
七
粍
附
近
に
あ
り
、

モ
I
F
は
九

i
一
O
耗
附
近
に
あ
り
、
本
形
質
に
闘
し
で
も
、
明
か
に
、
商
品
種
群
心
聞
に
顕
著
な
差
の
あ
る

一
方
短
型
品
種
群
で
政
務

む
と
を
確
認
し
縛
る
。
(
附
園
第
六
参
照
v

街
、
と
L
に
、
長
型
に
属
し
て
ゐ
る
品
種
申
、
ニ
僚
種
の
大
抵
の
品
種
に
於
て
護
頴
の
長
さ
が
他
の
も
の
に
比

L
て
一
般
に
極
め
で
揺
く
、

長
製
品
種
群
中
、
殆
ど
最
短
部
を
占
め
て
ゐ
て
、
短
型
品
種
と
重
な
り
を
示
し
て
ゐ
る
と
と
は
甚
だ
興
味
が
あ
る
。

3
、

粒

の

諸

形

質

長
型
品
種
の
粒
は
一
般
に
、
外
観
、
細
長
〈
中
へ
粧
で
あ
り
、
短
型
品
種
の
は
固
形
で
あ
る
。
し
か
し
た
が
ら
粧
ば
穂
に
よ
り
又
穂
の
位
置
に

滋

l

O
糊

期

陸

回

簡

腿

匙

閤

鴇

色

博

則

包

溜

加

書室

酷
耳
(
耳
目
)

B 

官議

l_!竺L
泡期

品
品

E号

iliii 

酷
田
ハ
回
目
)

翠

!!t!! 
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長型及短型品種群の粒長の費異

(1) 皮愛

第~.ー匝

前官邸一町

一一一一一一い
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一一一一ー長型
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5
 品

蔵

褒

本
邦
大
褒
品
種
の
分
頭
、
と
地
理
的
分
布
に
闘
す
る
研
究

第
一
問
機

長
型
及
び
短
型
品
種
の
粒
は
外
観
的
に
も
相
官
臭
っ
て
ゐ
る
が
、
貰
際
に
測
定
し
た
結
果
で
は
長
さ

ご
九
三

10 

品
E 

数

一
粒
毎
に
医
別
す
る
の
は
困
難
で
あ
お
。
従
っ
て
、
品
種
の
代
表
の
値
を
得
る
震
に
は
、
を

l
ド
に
近

粒
の
長
さ
、
幅
及
び
厚
さ

よ
b
著
し
く
鼻
み
も
の
で
あ
勺
て
、

い
も
の
L
多
く
の
粒
の
調
夜
結
果
に
よ
ら
ね
ば
た
ら
ぬ
。
故
に
賓
験
方
法
の
項
で
述
べ
た
要
領
に
よ
り
、
測
定
を
行
っ
た
。

軍最く2)

《イ〉

、10 

穏



本
邦
大
蚕
晶
櫨
帽
の
分
類
と
地
理
的
分
布
に
摘
す
る
研
究

第
一
線

二
九
回

に
就
℃
は
雨
者
の
聞
に
極
め
て
4
へ
き
い
差
が
認
め
ら
れ
た
・
幅
及
び
厚
さ
に
就
て
は
、
裸
萎
ニ
O
品
種
b
L
周
ひ
て
調
査
し
た
結
果
で
は
意
味

あ
る
差
異
を
認
め
得
な
か
ワ
た
。
更
に
多
数
の
品
種
を
用
ふ
れ
ば
或
は
そ
の
差
を
確
認
し
縛
る
か
も
知
れ
な
い
。

悼
演

l

i
掛

と
=
で
は
長
さ
に
闘
す
る
結
果
の
み
注
記
す
と
と
L
す
る
・
と
の
場
合
‘
庇
萎
と
裸
市
賓
と
で
は
粒
の
構
趨
が
異
る
か
ら
別
々
に
取
扱
ひ
皮

安
一

O
八
品
種
、
裸
婆
六
五
品
種
に
就
で
夫
身
長
型
及
短
型
品
種
群
の
粒
長
を
比
較
し
た
・
そ
の
結
果
は
第
一

O
表
及
第
一
一
圃
A
及
B
の

如
く
で
あ
る
。

《

ロ

》 と
の
結
果
に
依
れ
ば
、
皮
萎
も
裸
萎
も
明
か
に
、
長
型
は
短
型
に
比
し
て
粒
が
長
い
と
と
を
確
認
し
得
る
a

千
粒
重
弐
に
、
千
粒
重
に
就
て
調
査
し
た
結
果
を
第
一
一
表
及
第
一
一
一
固
に
示
す
。

第
一
一
表
及
び
第
一
二
圃
に
依
れ
ば
、
皮
萎
に
於
て
は
長
型
品
種
が
、
裸
萎
に
於
て
は
短
型
品
種
が
、
何
れ
も
他
の
も
の
よ
り
千
粒
重
は

多
少
重
い
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
差
は
飴
り
顕
著
で
は
な
い
W

様
で
あ
る
・
さ
き
に
、
裸
官
会
に
於
て
、
粒
の
長
率
が
長
く
、
そ

環
懸
命
。

局
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品，0
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10 
c 
回旬

穏 F

5 

種

の
幅
及
び
厚
さ
に
は
差
が
-
泣
い
と
と
左
大
略
知
っ
た
が
、
そ
の
結
果
と
し
て
裸
奏
で
は
長
型
が
梢
々
千
粧
重
が
重
い
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
・

従
っ
て
、
皮
萎
に
於
て
は
幅
及
び
厚
さ
に
閥
し
で
は
、
長
型
は
短
型
よ
り
小
で
あ
る
と
と
が
推
定
さ
れ
る
。

何
れ
に
し
て
も
‘
粒
に
闘
し
で
は
長
さ
に
於
て
そ
の
差
は
明
か
に
認
め
得
る
が
、
幅
及
び
厚
さ
に
就
て
は
儀
り
顕
著
で
た
〈
、
且
又
、
雨

型
の
聞
に
一
定
の
傾
向
は
存
在
し
友
い
。
千
粒
重
に
就
て
も
雨
型
の
聞
に
意
味
あ
る
差
を
認
め
得
た
い
と
見
る
の
が
至
営
で
あ
る
と
考
へ
ら

本
宙
開
犬
養
品
種
の
分
類
と
地
理
的
分
布
に
周
す
る
研
究

第
一
線

一
一
九
五



れ
る
。

本
格
犬
養
品
種
の
分
集
と
地
理
的
分
布
に
関
す
る
研
究

4
、

出

穂

期

商
品
種
群
の
生
理

的
特
性
の
比
較
は
又

興
味
あ
る
黙
で
あ
る

が
‘
と

h

で
は
、
唯

出
穂
期
の
み
に
就
て

調
べ
た
結
果
を
述
ぺ

る
第
一
二
表
及
第
一

三
固
に
見
ら
れ
る
様

に
、
此
等
長
型
及
び

短
型
品
種
群
の
聞
に

は
出
穂
期
に
聞
し
て

は
何
等
認
め
得
ぺ
き

差
が
な
い
。

長塑及短型品種群の出穂期の費異第一二表

品
種
歓

第
一
般

一一九
六

長型及短型品種群の出楠期の饗異

ぱ
庁

入

1
l
i
-

-
ハ
ハ
ハ
パ
一
日H

7
 

e
J
'

・
対
局

一
切
期

八ハ一
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:
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w
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1
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お

J
J
'
'
一

占

必

出

J
-一
泊
v』O
鴇

型

型
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----一短
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二
、
本
邦
大
要
品
種
の
地
理
的
分
布
に
就
て

本
邦
の
気
候
は
地
方
的
に
著
し
い
特
債
乞
持
。
て
ゐ
る
か
ら
作
物
-
な
り
、

て
、
そ
れ
ら
の
生
理
的
、
或
は
生
態
的
特
性
を
知
る
手
掛
生
得
る
と
と
が
出
来
る
。
一
作
物
の
品
種
た
り
の
地
理
的
分
布
を
調
査
す
る
と
と
に
依
つ

一
面
、
生
理
的
に
も
何
等
か
大
き
た
差
異

今
迄
雄
べ
て
来
た
様
に
、
長
型
及
短
型
品
種
群
は
形
態
的
に
著
し

4
異
っ
て
ゐ
る
か
ら
‘
叉
、

が
存
在
す
る
様
に
考
へ
ら
れ
る
ι

又
、
本
邦
で
は
裸
萎
は
一
般
に
皮
萎
に
比
し
て
、
寒
さ
に
弱
い
と
去
は
れ
て
ゐ
る
が
、
と
れ
に
つ
い
て
も

明
確
に
地
理
的
分
布
を
調
査
す
る
と
と
に
依
hv
・
更
に
は

っ
き
り
し
た
生
態
的
差
異
を
知
る
と
と
が
出
来
る
と
考
へ

ら
れ
る
。
放
に
、
以
上
皮
菱
及
襟
萎
並
に
そ
れ
等
の
長
型

及
び
短
型
品
種
の
地
理
的
分
布
を
調
査
し
た
。
次
に
、
そ

の
結
果
b
t
述
べ
る
。

(
イ
)

気
候
地
帯
別
、
長
型
及
短
型
品
種
の
分
布

一
臓
井
氏
〈
一
告
曹
む
の
「
H
本
の
気
候
」
を
参
照
し
、
そ
の

各
気
候
地
帯
別
に
、
そ
の
地
方
奨
働
品
種
の
中
、
長
型
及

び
短
型
に
わ
け
た
品
種
離
を
調
査
し
た
結
果
は
第
一
三
表

の
如
く
で
あ
る
。
本
務
大
串
吉
田
植
帽
の
分
類
と
地
理
的
分
布
に
闘
す
る
研
究

第一三表

気候地帯と大ヨ房長型及短型品種の分布

| 品種
1気候地帯一一一一寸
| 長型 |短型

機太 I A I 5 I 0 

量生

方地

第
一
線
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。
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17 
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方
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湾
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本
邦
大
餐
品
積
め
分
類
と
増
礎
的
分
布
に
閉
す
る
研
咽
九

第
一
回
線

二
允
凡

と
の
結
果
に
依
る
と
樺
太
、
北
海
道
、
一
二
陸
地
方
、
日
本
海
岸
、
朝
鮮
及
び
満
洲
に
於
で
は
何
れ
も
長
型
品
種
の
み
が
選
ば
れ
て
栽
培
さ

れ
て
ゐ
る
と
と
が
認
め
ら
れ
あ
。
叉
、
北
陸
及
び
山
陰
で
も
主
と
し
て
長
型
が
栽
培
さ
れ
て
ゐ
る
様
で
あ
る
。

ζ

れ
に
反
し
、
東
海
地
方
及
び
瀬
戸
内
海
舟
岸
地
方
で
は
殆
E
全
部
短
現
品
種
で
あ
る
。

而
L
て
、
此
等
の
中
聞
に
位
置
す
る
東
凶
地
方
で
は
闘
賞
、
短
雨
期
一
が
相
卒
し
て
ゐ
る
の

街
、
南
海
、
北
九
州
で
は
短
期
一
が
多
〈
‘
と
の
他
に
多
少
長
型
品
種
が
混
入

L
て
ゐ
る
様
に
認
め
ら
れ
る
。

門
田

V

皮
菱
及
裸
奏
並
に
そ
れ
等
の
長
型
及
び
短
型
の
栽
培
献
況
に
就
て

農
林
統
計
並
に
農
林
省
農
務
局
編
纂
の
「
萎
類
耕
種
要
綱
」
b
L
基
礎
に
し
て
各
府
牒
毎
に
、
詳
細
に
、
主
題
の
四
つ
の
品
種
群
の
栽
培
面

積
の
割
合
を
知
り
、
そ
の
結
果
か
ら
み
-
岡
大
奏
F

作
付
組
商
積
に
封
す
る
比
教
を
求
め
た
。
と
の
様
に
し
て
、
此
等
四
つ
の
型
の
地
理
的
分
布

要
圃
を
作
製
し
た
・
と
れ
を
第
一
四
闘
に
示
す
。

と
の
結
果
に
依
る
ξ
‘
樺
太
及
び
北
海
道
で
は
裸
委
長
型
が
主
で
あ
hv、
僅
か
広
、
・
E
K
準
皮
奈
が
見
ら
れ
る
。
と
の
南
地
方
は
内
地
&
朱

候
的
に
‘
著
し
く
国
間
り
殆
E
春
蒔
を
主
と
L
て
ゐ
る
。
と
れ
よ
り
以
南
の
地
方
で
は
と
れ
に
反
L
、
凡
て
、
秋
蒔
で
あ
る
。

一
二
陸
、
雨
洞
の
諸
地
方
で
は
皮
委
長
型
の
み
で
あ
る
・
叉
、
北
陸
山
陰
の
隔
地
方
で
は
僅
か
に
、
鳥
取
の
海
岸
地
方
に
短
型
楳
奏
が
見
ら

れ
る
外
、
全
部
皮
凄
長
型
で
あ
る
・
更
に
、
繭
島
鯨
品
開
津
地
方
群
馬
蘇
の
大
部
分
(
南
方
を
除
く
〉
長
野
臓
の
大
部
、
岐
阜
臓
の

一
部
も
金

く
同
様
で
あ
る
・
印
ち
、
此
等
の
諸
地
方
は
皮
委
長
型
の
地
方
と
見
ら
れ
る
。

此
等
に
接
す
る
南
方
地
域
は
明
か
に
種
類
が
臭
っ
て
ゐ
る
。
昭
島
麻
海
岸
地
方
か
ら
開
東
一
閥
、
東
海
の
諸
地
方
は
皮
萎
短
型
を
主
と
し

て
ゐ
る
。
筒
、
皮
菱
短
型
は
山
梨
、
岐
阜
の
一
部
、
識
賀
、
京
都
、
更
に
、
周
山
、
庚
烏
の
山
間
部
に
も
描
k

と
し
て
見
出
さ
れ
る
。



と
の
皮
委
短
型
の
地
方
の
南
に
接
す
る
部
分
は
楳
萎
短
型
で
あ
っ
て
、
そ
の
栽
培
面
積
は
極
め
て
慶
大
で
あ
る
。
と
の
群
に
属
す
る
品
種

は
静
岡
臓
の
甫
岸
か
ら
愛
知
の
中
南
部
に
一
部
損
が
り
そ
の
中
心
地
は
近
畿
の
中
南
部
の
金
棺
及
び
瀬
戸
内
海
に
沿
ふ
現
暖
地
方
、
更
に
九

州
中
北
部
一
聞
に
渉
っ
て
ゐ
る
・

更
に
甫
ず
る
と
、
南
海
地
方
と
な
る
が
と
の
部
分
は
文
、
再
び
‘
裸
多
国
寓
型
が
多
ぐ
‘
向
を
の
南
で
は
皮
委
長
型
が
栽
培
さ
れ
℃
ゐ
る
様

で
あ
る
。

本
邦
大
菱
自
血
畠
帽
の
分
量
酬
と
地
理
的
分
布
に
関
す
る
研
究

第
一
級

一
一
丸
丸

向
.
詳
細
た
統
計
が
得
ら
れ
な
い
の
で
不
明
で
あ
る
が
‘
朝
鮮
海
峡
に
指
ふ
地
方
に
は
短
現
品
種
。
栽
培
が
多
少
行
は
れ
て
ゐ
る
棟
で
あ

る
e

そ
し
て
、
そ
れ
よ
り
以
北
の
寒
冷
地
並
に
浦
洲
で
は
皮
萎
長
期
及
び
春
時
の
視
委
長
型
が
見
出
さ
れ
る
・

rv 
考

察

て
芽
鞘
の
二
頂
曲
線
に
就
て

或
る
測
定
結
果
が
二
頂
曲
線
を
呈
す
る
原
因
と
し
て
は
先
づ
遺
体
的
に
異
っ
た
こ
群
の
混
在
と
云
ふ
と
と
が
考
へ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
と

の
外
に
、
そ
の
中
の
一
群
に
封
し
、

一
定
方
聞
に
働
く
生
理
的
や
そ
の
他
の
要
因
が
あ
っ
て
起
る
場
合
も
一
鹿
は
考
慮
し
た
け
れ
ば
た
ら
な

ν、. 
故
に
、
先
づ
、
本
邦
大
婆
品
種
の
示
し
た
芽
鞘
の
長
さ
に
つ
い
て
の
こ
頂
曲
線
の
原
因
に
就
い
て
考
察
し
ゃ
う
。

結
果
の
項
に
於
て
述
べ
た
諸
黙
か
ら
、

と
の
問
題
に
聞
し
て
弐
の
事
項
乞
拳
げ
る
こ
&
が
出
来
る
.



本
相
静
大
餐
品
種
の
分
量
冒
と
地
理
的
分
布
に
厨
ず
る
研
究

第
一
線

一一一
0
0

ー
、
各
品
種
の
芽
鞘
の
長
さ
は
極
め
て
安
定
し
た
値
を
一
本
す
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
、
と
L

に
得
ら
れ
た
曲
線
も
極
め
て
信
離
し
得
ぺ
き
も

の
で
あ
る
と
と
。

2
、
と
の
こ
頂
曲
繰
は
そ
の
中
央
の
谷
が
明
瞭
で
、
或
る
階
級
に
於
て
、
完
全
に
こ
う
の
正
常
的
線
に
分
た
れ
、
且
、
他
の
僚
件
で
試
験
を

し
で
も
.
そ
の
階
級
の
以
上
と
以
下
の
品
種
が
入
り
混
る
と
と
が
な
い
。

3
、
と
の
と
と
は
、
芽
鞘
の
形
態
的
費
異
が
一
方
の
群
に
の
み
現
は
れ
る
と
と
に
依
つ
で
も
裏
書
き
さ
れ
縛
る
。

4
、
筒
、

と
れ
に
つ
い
て
は
別
に
改
め
て
報
告
し
ゃ
う
と
考
へ
て
ゐ
る
が
、
芽
鞘
の
長
、
短
性
は
明
か
に
遺
侮
的
で
あ
る
。
郎
ち
、
若
干
の

長
、
短
型
品
種
の
相
互
交
配
の
結
果
、
雑
種
第
一
代
で
は
常
に
、
長
型
芽
鞘
の
み
生
じ
、
第
二
代
に
於
て
、
長
型
一
一
一
、
短
型
一
の
割
合
に

分
隊
し
・
短
型
芽
鞘
が
間
帯
劣
性
で
あ
る
と
と
を
碓
め
得
た
。

従
っ
て
、
芽
鞘
の
長
さ
に
闘
し
て
、
此
等
雨
品
種
群
は
明
か
に
、

一
つ
の
主
要
因
子
に
つ
き
差
異
生
持
っ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
と
と
、
換

言
す
れ
ば
、
短
型
品
種
群
は
芽
鞘
を
短
く
す
る
皐
劣
性
因
子
を
持
っ
て
ゐ
る
と
と
が
認
め
得
ら
れ
る
@

二
、
幼
植
物
並
に
成
長
植
物
の
諸
特
性
の
差
異
に
就
て

共
に
、
芽
鞘
の
特
性
に
依
っ
て
、
二
つ
の
品
種
群
に
分
ち
、
と
れ
等
南
口
同
種
群
の
聞
に
、
幼
植
物
並
に
、
成
長
植
物
の
諸
特
性
に
側
し
如
何

な
る
差
異
が
あ
る
か
を
調
議
し
て
、
そ
の
結
果
を
詳
し
ぐ
逮
ぺ
た
。
今
と
の
結
果
を
要
約
す
る
と
‘
次
の
如
く
に
一
育
ひ
去
は
す
と
と
が
向
来

，

。

る
。
此
等
雨
品
種
群
の
聞
に
は
、
積
々
の
形
質
に
就
て
、
或
一
定
の
開
係
が
②
る
。
印
ち
、
短
裂
品
種
群
は
諸
務
官
の
長
さ
に
聞
し
て
は
大

勝
防
除
口
、
短
い
か
或
は
長
型
の
短
い
も
の
と
同
じ
位
?
b
る
。
反
之
、
長
型
品
種
群
は
4

船
山
長
い
。
術
、
そ
の
帽
に
闘
し
て
は
逆
に
、

短
型
が
長
型
に
比
し
て
幅
蹟
柄
。



と
t
A

に
注
目
す
ペ
き
は
、
可
な
り
多
数
の
品
種
を
取
裁
判
除
、
叉
、
種
k

の
帯
官
に
就
て
比
較
J

む
た
に
も
拘
は
ら
守
、
右
に
の
ベ
た
法
則
性

に
帳
鋤
す
る
様
な
例
外
的
品
種
が
存
在
せ
・
歩
、
或
器
官
に
就
て
は
例
へ
、
雨
対
の
頁
別
が
不
明
で
あ
っ
て
も
他
の
器
背
に
就
て
は
明
か
に
具

A
J

て
ゐ
る
と
と
で
あ
る
。

此
の
様
に
芽
輸
の
特
性
犯
依
り
分
っ
た
二
O
の
品
積
群
が
幼
植
物
か
ら
成
長
植
物
に
亙
る
迄
概
ね
同
じ
傾
向
の
業
異
主
不

L
て
ゐ
る
と
と

は
、
芽
鞘
の
長
さ
に
封

L
て
働
い
た
同
一
閃
子
が
多
町
的
に
働
い
た
と
見
る
の
が
最
も
誼
常
で
あ
る
と
考
へ
る
。

(
旦
巾
同

O可。
z
m
B
O同
寄

市

崎
市

Hav
次
に
、
此
等
諸
形
質
の
大
き
さ
に
就
て

ω耐
口
問
種
群
の
比
較
の
結
果
か
ら
、
芽
鞘
並
に
、
第
一
禁
輸
の
長
さ
以
外
的
も
の
で
は
、
耐
品
種

群
の
塑
閣
時
前
線
ほ
或
程
度
{
一
部
交
叉
し
て
ゐ
る
と
と
が
同
時
に
認
め
ら
お
る
。

ζ

れ
に
封

L
て
は
、
此
等
断
固
間
種
群
が
筒
、
此
の
間
子
の
他
に
、
強
力
友
作
用
を
有
す
る
若
干
の
悶
子
を
持
っ
て
ゐ
る
と
と
や
或
は
芽
鞘

の
長
さ
に
強
く
働
い
た
媛
性
問
子
の
作
用
が
他
の
器
官
で
は
幾
分
そ
の
作
用
褒
現
の
程
度
が
弱
い
と
と
等
が
考
へ
ら
れ
る
・
筒
、
と
の
他
幼

次
に
、
此
等
に
聞
す
る
こ
三
の
文
献
を
参
照
し
ゃ
う
。

植
物
の
生
育
に
於
て
ほ
極
め
て
均
一
念
僚
件
が
奥
へ
ら
れ
た
が
、
成
長
続
物
で
は
外
国
仲
像
件
が
複
雑
で
、
生
理
的
に
異
ワ
た
反
憶
を
呈
し
て

来
る
と
と
も
考
へ
ら
れ
る
・

何
れ
に
し
て
も
此
等
の
諸
黙
に
就
て
は
、
更
に
、
遺
体
的
に
攻
究
す
る
必
要
が
あ
る
と
と
は
勿
論
で
あ
る
。

ス
エ
ン
ツ
ン

ωgzsg(一
向
。
)
は
、
大
寒
の
一
品
種
ヒ
マ
ラ
ヤ
と
そ
れ
か
ら
突
然
費
具
し
た
幾
性
大
葬
と
を
則
ひ
、

と
の
遺
体
因
子
の

諸
器
官
に
及
ぼ
す
作
用
に
就
て
詳
し
く
報
告
し
て
ゐ
る
・
と
の
緩
性
大
安
は
、
本
邦
の
短
期
犬
奏
と
極
め
て
相
似
の
形
態
乞
持
っ
て
ゐ
る
様

本
邦
大
餐
晶
画
層
め
分
類
と
地
理
的
分
布
に
関
す
る
研
現

第

一
徹

む



で
あ
る
が
、
と
れ
の
持
つ
因
子
は
諸
器
官
全
般
に
捗
っ
て
、
長
さ
を
減
少
さ
せ
る
作
用
宣
持
。
て
ゐ
る
。
劫
芽
及
び
で
で
は
、

ヒ
マ
ラ
ヤ
種

本
路
大
餐
品
種
の
分
額
と
地
理
的
分
布
に
闘
す
る
研
究

第
一
級

一ニ
O
一一

に
比
し
、
豹
半
分
位
の
長
さ
に
な
り
、
合
平
丈
や
葉
長
、
葉
鞘
の
長
さ
に
つ
い
て
は
三
分
の
二
位
に
な
っ
て
ゐ
る
@

中
山
氏
三
・
尚
O
V
は
遺
体
的
に
臭
っ
た
若
干
の
接
性
稲
に
就
て
同
様
の
比
較
研
究
を
行
っ
て
ゐ
る
が
、
震
性
凶
子
の
作
用
は
、
費
育
の
初

期
及
び
後
期
に
最
も
顕
著
で
中
期
に
於
て
鞘
嗣
い
事
堂
報
告
し
て
ゐ
る
・

フ
ア
シ
・
オ
l
ペ
ル
ピ
ー
ク
〈
量

O
B
E四
富
士
・
室
。
も
玉
萄
黍
の
或
種
の
震
性
型
は
常
型
よ
り
芽
鞘
が
短
い
と
と
を
報
告
し
て
ゐ
る
。

此
等
の
結
M

飛
は
‘
震
性
因
子
は
、
蛮
宙
開
む
初
期
か
ら
成
長
植
物
に
至
る
迄
、
凡
ゆ
る
時
期
に
そ
の
作
用
を
表
は
す
る
の
で
あ
り
、
且
、
そ

の
作
用
の
強
さ
も
時
期
や
、
器
官
に
依
う
て
集
っ
て
ゐ
る
と
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
と
L
位
取
扱
O
た
長
型
及
び
短
型
品
種
群
で
は
、
夫
k

と
の
一
因
子
の
み
で
念
〈
、
遺
体
的
に
趣
K
異
ワ
た
多
〈
の
品
種
か
ら
成
。
て
ゐ
る
の
で
同
等
に
は
取
扱
ひ
縛
な
い
般
も
あ
る
が
、
媛
性
四

子
の
示
す
作
用
が
比
較
的
強
力
で
あ
る
と
と
へ
多
数
の
品
種
を
用
ひ
た
と
と
か
ら
、
以
上
の
諸
氏
の
結
果
と
類
似
の
結
果
を
得
て
ゐ
る
。

従
っ
て
、
芽
鞘
の
特
性
に
依

p
分
っ
た
こ
う
の
品
種
群
の
一
方
は
嘩
H

・
通
裂
で
あ
れ
V

二
方
は
遺
侮
的
倭
性
型
で
あ
る
と
見
倣
し
得
る
と
思
ふ
。

、
短
型
品
種
の
分
類
に
就
て

戎
に
、
と
L
に
類
別
し
得
た
こ
群
の
中
、
短
型
品
種
の
分
類
的
位
置
に
就
て
考
察
し
ゃ
う
・

と
の
短
型
品
種
群
の
中
に
は
明
か
に
別
の
鑓
種
と
し
て
取
扱
は
れ
る
べ
き
種
々
の
特
性
吃
持
う
た
も
の
が
は
い
ワ
て
ゐ
る
か
ら
、
と
の
貼

に
就
て
は
更
に
研
究
を
必
要
と
す
る
が
‘
今
と
L
で
は
そ
れ
に
は
慣
れ
な
い
。

日
本
産
犬
養
の
中
で
特
に
、
稗
、
穂
、
世
等
の
長
さ
の
短
い
種
類
を
識
別
し
、

〈
五
さ
で
あ
る
。
彼
は
と
れ
に
劃

L
、
同
町
一
ミ

aヨ
Z
a
p
-電
車
肘

-
e
a『
・
写
晶
喝
さ
a
S
3ヨ
岡
町
な
・
と
命
名
し
た
。
そ
の
記
載
は
左
の
如

一
費
種
と
し
て
取
扱
Q
た
O
は
ケ
ル
ュ
ツ
ケ

5
H
E
E



く
で
あ
る
。

積
!
淡
黄
色
、
短
、
密
、
を

1
短
、
約
四
糎
、
直
線
的
で
淡
色
、
特
に
額
及
び
を
は
脆
し
、
粒
i
帝
皮
、
梓
l
帯
赤
黄
色
六

O
l七
五
値
、

粒
i
短
く
丸
貨
を
幣
ぷ
。
一
五
k

。

向
、
グ
ア
ピ
ロ
フ
〈
炉

a
E
4・
z
-
F
(
一九孟
V

は
、
日
本
盛
大
婆
.

唱
曲
『
・
守
三
宮

S
Sヨ
同
白
骨
骨
・
の
中
に
こ
つ
の
型
一を
認
め
て
ゐ
る

様
で
あ
る
。

本
邦
大
萎
品
種
の
最
も
詳
細
、
適
切
な
分
類
を
試
み
た
の
は
武
同
氏
(
一
九
一
さ
で
あ
る
。
氏
は
短
小
伝
大
婆
(
皮
萎
並
に
裸
萎
)
を
練
絹

し
て
粗
苦
六
角
極
と
名
付
け
て
ゐ
る
。

三
宅
及
び
今
井
一
剛
氏
{
一
九
}
一
zv
は
本
邦
の
短
型
大
葬
の
遺
体
b
E

研
筑
し
、
と
の
種
の
大
葬
に
就
て
左
の
如
〈
配
し
て
ゐ
る
。

植
物
値
金
値
を
媛
小
た
ら
し
め
る
も
牧
量
多
く
熟
期
早
け
れ
ば
後
作
天
候
等
の
開
係
上
無
意
識
的
に
賞
用
さ
れ
つ
L
あ
り
、
事
丈
低
く
、

枠
強
固
な
れ
ば
倒
伏
す
る
と
と
段
く
、
粗
硬
に
し
て
直
立
せ
る
葉
を
つ
く
・
穂
、
短
小
、
粒
着
密
に
し
て
.
頼
、
設
そ
の
他
の
部
分
は
何
れ

も
形
訪
れ
担
。
特
に
著
し
き
は
を
の
短
き
と
と
な
り
。

而
し
て
、
此
等
諸
特
性
は
相
伴
っ
て
遺
修
す
る
も
の
で
恩
劣
性
の
因
子
に
依
り
支
配
さ
れ
る
と
と
を
明
か
に
し
て
ゐ
る
。

此
等
諸
氏
の
記
載
を
見
る
に
今
迄
述
べ
た
短
型
品
種
群
の
特
性
と
良
く
一
致
し
て
ゐ
る
。
特
に
武
田
氏
の
粗
世
六
角
種
は
、
そ
の
口
同
種
名

の
一
致
ゃ
、
護
頼
、
底
刺
の
形
献
、
と
の
群
の
中
に
含
ま
れ
て
ゐ
る
諸
種
の
欄
型
、
或
は
地
理
的
分
布
に
至
る
迄
完
全
に
一
致
し
て
ゐ
る
。

又
、
三
宅
、
今
井
雨
氏
の
禍
性
大
姿
に
就
て
は
、
記
載
だ
け
で
も
大
値
判
る
が
、
直
媛
、
今
井
氏
に
若
干
の
標
本
並
に
、
と
L
に
知
ら
れ
た

短
型
犬
萎
の
特
性
生
配
し
で
鑑
別
を
絃
頼
し
た
鞍
粗
末
、
全
く
同
一
の
も
の
で
あ
る
と
と
の
確
答
を
得
た
。

本
邦
大
嵐
官
回
国
瞳
圃
の
分
領
主
地
理
的
分
富
山
に
闘
す
る
研
究

第
一
級

。



本
邦
大
婆
品
種
の
分
類
と
地
理
的
分
布
に
閉
す
る
研
費

第
一
額

コ一
O
四

依
っ
て
、

と
の
短
塑
日
間
種
群
は

5・
守
S
F処
a
S
3
H苫
』
門
司
な
・
を
含
ん
で
ゐ
る
と
見
ら
れ
る
。
筒
、
と
の
外
に
種
々
の
異
っ
た
型
が
合

ま
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
更
に
精
細
に
分
け
る
と
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
へ
る
が
、
と
れ
に
つ
い
て
は
終
来
の
研
究
に
侠
う
と
と
会
す
る
。

問
、
地
理
的
分
布
に
就
て

本
邦
に
於
て
、
皮
姿
、
裸
委
並
び
に
夫
等
の
長
型
、
短
型
品
種
の
地
理
的
分
布
が
、
第
一
間
岡
に
示
し
冷
却
〈
甚
だ
規
則
的
で
あ
る
と
と

は
興
味
が
深
い
。

そ
の
南
方
温
暖
地
方
は
殆
v
c
短
型
に
属
す
る
品
種
の
地
帯
と
見
ら
れ
る
が
、
と
h
で
は
、
北
方
陀
皮
妻
、
南
方
に
標
茶
と
一両
ふ
前
記
の
皮
、

帥
ち
、
放
北
部
の
樺
太
、
北
海
道
で
は
、
春
蒔
の
裸
車
会
長
型
が
主
と
し
て
見
出
さ
れ
、
そ
れ
よ
り
南
下
し
て
、
東
北
、
北
陸
、
山
陰
の
諸

地
方
に
入
る
と
秋
蒔
の
皮
奏
長
型
が
多
く
栽
培
さ
れ
て
ゐ
る
。

視
の
分
布
と
金
〈
趣
の
分
布
を
示
し
て
ゐ
る
と
と
は
注
目
さ
る
べ
き
事
賓
で
あ
る
・
師
ち
、
聞
東
平
野
の
大
部
及
び
東
海
地
方
を
主
と
し
'

岡
山
、
庚
島
の
山
間
部
で
は
皮
委
短
型
が
多
く
‘
そ
の
南
方
の
近
畿
中
南
部
、
潮
戸
内
海
沿
岸
、
九
州
中
、
北
部
地
方
に
は
裸
萎
短
型
の
多

い
と
と
で
あ
る
。

次
に
、
更
に
甫
す
る
と
、
大
葬
の
栽
培
面
積
は
甚
だ
僅
少
と
・
な
り
、
判
然
と
し
た
と
と
は
云
へ
な
い
が
、
と
の
部
分
で
は
再
び
長
型
の
品
種

が
多
く
n
し
か
毛
、
北
方
に
裸
妻
、
南
方
に
皮
萎
を
栽
培
す
る
様
左
傾
向
が
且
一

b
A易
~
帥
ち
、
高
知
懲
南
海
岸
、
宮
崎
聴
中
、
南
部
、
鹿
児
島

臓
の
大
部
分
は
裸
萎
長
型
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
、
更
に
南
し
て
、
沖
縄
、
基
漕
に
は
極
め
て
僅
か
で
る
る
が
皮
委
長
型
の
栽
培
が
見
ら
れ
る
。

担
て
、
オ
ル
ロ
フ

。国E
4
k
p
・
〈
一
主
告
に
依
れ
ば
ア
ピ
シ
=
ァ
‘

エ
リ
ト
ロ
ヤ
地
方
に
於
て
は
、
裸
萎
は
、
大
葬
栽
培
地
帯
の

中
で
最
も
高
い
二
八

O
O
i一二
O
O
O米
の
高
度
の
平
坦
地
に
作
ら
れ
る
と
云
ひ
、
叉
、
ヴ
ア
ピ
ロ
フ
及
び
プ
キ

一一ツチ

2
2
E
4
2・F



此
等
皮
萎
及
び
裸
萎
が
極
め
て
規
則
的
に
分
布
し
て
ゐ
る
原
同
に
就
て
は
、
唯
そ
れ
等
品
種
の
生
態
的
差
異
と
云
ふ
以
外
、
更
に
詳
細
な

回
巴

R
-
E
a
u
-
0・
三
空
九
)
並
び
に
フ
ラ
イ
ス
レ
1
ペ
ン

m
d
E
F
E
E-m・
〈
一
向
。
)
に
依
れ
ば
ア
フ
ガ
=
ス
タ
ン
地
方
で
も
全
く
同
様
に

裸
婆
は
主
と
し
て
二
五

O
O米
以
上
の
高
地
で
漉
概
さ
れ
る
土
地
に
於
て
、
春
蒔
栽
培
が
行
は
れ
、
そ
れ
よ
U
高
度
の
低
い
地
域
に
於
て
春

時
並
び
に
秋
蒔
の
皮
奏
が
見
出
さ
れ
る
と
述
べ
て
ゐ
る
・
此
の
裸
萎
及
び
皮
萎
の
垂
直
分
布
は
、
我
圃
の
樺
太
、
北
海
道
に
於
て
、
春
蒔
襖

志
会
(
長
型
}
が
多
く
、
そ
の
南
方
、
東
北
、
北
陸
、
山
陰
の
諸
地
方
に
秋
蒔
、
皮
車
会
〈
長
型
〉
が
栽
培
さ
れ
て
ゐ
る
と
と
L
全
く
相
似
の
開

係
を
示
し
て
ゐ
る
も
の
と
見
倣
し
得
る
と
思
ふ
。

理
的
危
提
示
す
る
と
と
は
出
来
な
い
。
然
し
乍
ら
、
次
に
、
本
邦
問
有
の
種
類
で
あ
る
短
型
大
事
費
の
分
布
に
蔵
て
若
手
白
考
察
を
附
し
て
置

き
た
い
と
思
ふ
。

白
温
闘
地
が
に
於
て
の
み
分
布
し
て
ゐ
副
司
と

l

川
副
は
北
五
の
寒
冷
地
方
を
主
と
し

剖
の
州
恒
明
品
種
倒
域
増
増
稽
同
封
輔
荷
U
℃
ゐ
制
。
と
の
舟
補
剣
山
明
埼
司
句
、
短
掛
川
附
樹
.
は
賞
候
の
股

し
い
地
方
、
制
ほ
‘
倒
端
友
高
温
、
低
温
の
地
方
に
は
溜
守
一
割
い
も
の
と
判
断
さ
れ
る
・
特
に
、
北
方
寒
地
か
ら
劃
然
と
隔
絶
さ
れ
て
ゐ
る

性
を
快
い
て
耐
H
Q

と
と
を
粗
到
せ
し
め
る
・
八
柳
民
《
未
費
表
)
が
石
川
蘇
で
行
っ
た
耐
零
性
試
臓
の
結
果
に
依

る
と
、
短
型
品
種
は
一
、
二
の
例
外
を
除
き
殆
ど
凡
で
耐
零
性
が
弱
い
。

の
品
種
が
存
在
す
る
と
と
が
認
め
ら
れ
る
・
文
、
短
期
品
種
の
北
限
線
は
、
日
本
海
岸
気
候
と
太
平
洋
沿
岸
気
候
と
の
境
界
線
や
一
月
予
均

と
れ
に
反
し
、
長
型
で
は
耐
堂
一
性
に
闘
し

強
、
弱
種
身
の
程
度

気
温
零
度
等
温
線
等
と
も
良
〈
一
致
し
、
又
、
そ
の
分
布
地
域
は
積
雲
量
少
く
根
雲
期
間
の
短
い
地
域
に
限
ら
れ
て
ゐ
る
と
と
が
明
か
に
親

察
さ
れ
る
・

本
邦
大
褒
品
種
の
分
類
と
地
理
的
分
衡
に
聞
す
る
研
究

第
一
線

一一一
O
玉



本
郭
大
喪
晶
種
の
分
痕
と
地
理
的
分
E
M

に
置
聞
す
る
研
究

第
一
線

一-一
O
六

故
に
、
現
在
の
短
型
品
種
は
耐
零
性
が
弱
く
、
そ
の
矯
に
、
分
布
地
械
が
南
方
温
暖
地
域
に
限
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
。
・
然
し

街
、
本
邦
で
は
裸
萎
は
、
皮
萎
に
比
し
て
一
般
に
耐
寒
性
が
弱
い
と
云
は
れ
て
ゐ
る
.
と
れ
は
短
型
の
皮
婆
が
そ
の
楳
委
に
比
し
て
北
方

乍
ら
、
と
の
短
型
犬
窓
会
が
本
質
的
に
耐
雲
性
や
耐
寒
性
を
般
い
尤
ゐ
る
ん
」
は
云
へ
な
い
黙
が
あ
る
・
台
津
一
一
貌
や
氷
原
一
三
披
は
何
れ
も
闘

取
と
の
交
配
か
ら
育
成
さ
れ
た
短
型
犬
養
で
あ
る
が
、
可
た
り
の
耐
震
一
、
耐
裟
性
を
示
し
、
北
方
装
地
に
栽
培
さ
れ
9

L
あ
る
か
ら
で
あ

る
.
育
種
上
、
将
来
攻
買
す
べ
き
問
題
と
考
へ
ら
れ
る
・

扱
て
、
本
邦
の
温
暖
地
方
に
短
型
品
種
が
極
め
て
謹
密
に
分
布
し
、
長
型
品
種
を
駆
逐
し
て
ゐ
る
の
は
‘
三
宅
、
今
井
両
氏
の
言
の
如
く

短
型
品
種
が
短
梓
、
短
#
」
で
め
り
、
且
叉
、
粒
が
丸
貰
を
帯
び
℃
良
く
充
貸
し
、
茜
だ
優
良
友
形
質
を
具
へ
て
ゐ
る
の
み
な
ら
宗
と
の
地
方

の
如
く
、
水
回
裏
作
と
し
て
大
葬
が
川
び
ら
れ
る
場
合
、
長
型
品
種
に
比

L
て
、
梓
太
〈
倒
伏
ず
る
と
と
が
極
め
て
少
い
の
に
依
る
も
の
と

僻
し
て
大
し
て
-
誤
友
い
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
.

に
多
く
栽
培
さ
れ
て
ゐ
る
と
と
か
ら
も
容
易
に
推
測
さ
れ
得
る
が
、
皮
、
裸
性
と
耐
寒
性
と
が
本
質
的
に
聞
係
を
持
っ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る

か
或
は
そ
の
他
の
事
情
に
よ
り
か
L
る
分
布
を
偶
然
に
来
し
た
か
は
論
断
す
る
と
と
は
出
来
た
い
と
考
へ
ら
れ
る
。

V 

摘

要

て
本
邦
の
各
地
方
か
ら
蒐
集
し
た
多
数
の
大
安
品
種
を
用
仏
、
共
等
諸
品
種
の
芽
鞘
の
特
性
を
調
奈
し
た
結
果
か
ら
・
此
等
大
事
会
品
種
を

長
型
及
短
型
の
ニ
ヲ
の
品
種
群
に
類
別
し
た
・
そ
し
て
、
此
の
雨
品
種
群
の
幼
植
物
並
に
成
長
植
物
の
諸
特
性
を
比
較
研
究
レ
た
・
且
又
、

本
邦
大
萎
品
種

ω地
理
的
分
布
を
も
調
議
L
h
，



二
、
此
の
結
果
か
ら
、
短
型
品
種
群
は
一
種
の
嬢
性
因
子
〈
渦
性
因
子
)
を
有
ず
る
も
の
?
あ
り
ト

と
の
因
子
の
作
用
の
多
面
的
震
現
に
依

っ
て
、
芽
鞘
か
ら
第
一
葉
、
稿
長
、
世
長
、
梓
長
、
止
葉
の
長
さ
、
護
穎
及
び
底
刺
の
軸
の
長
さ
、
粒
長
等
に
至
る
迄
、
夫
々
種
々
の
程

度
の
長
さ
の
減
少
が
見
ら
れ
、
葉
の
帽
に
聞
し
て
は
増
大
的
作
用
が
あ
る
と
と
を
推
論
し
た
。
但
し
、
粒
重
、
出
穂
期
に
は
作
用

L
左
い

，様
で
あ
る
。

、

一
ニ
.
而
し
て
、
此
の
短
型
品
種
群
は
ケ
ル
ユ
ツ
ケ
の

g『
・
守
急
処
白

S
3
s
を
含
む
も
の
で
あ
り
、
叉
、
武
田
氏
の
粗
主
ハ
角
種
、
一
一
一
宅
及

今
井
雨
氏
の
渦
性
大
萎
に
設
営
す
る
と
と
を
確
め
得
た
。

園
、
向
、
本
邦
に
於
て
は
、
皮
窓
会
及
び
裸
事
会
並
に
そ
れ
等
の
長
型
及
び
短
型
品
種
が
地
理
的
に
可
た
り
規
則
的
に
分
布
し
て
ゐ
る
と
と
を
明

か
に
し
〈
第
一
四
国
)
、
且
と
れ
に
闘
す
る
若
干
の
考
察
を
試
み
た
。
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媛
住
ゲ

ν
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依
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就
て
ハ
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〉
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宿
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嬢
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幼
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設
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一
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二
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本邦方搭品種の長型及び短型所属闘係類別表

皮 委 T棟 君寄
地方別

型|短長 型畏 型 短 型

樽 太 樽太在来、札幌 轡丸貫一務.λ ・

六角、北大-11 ミレ穏

北海道 北大ー破、北大

四観、北大九盟理

. 札幌六角、秋蒔
シパ)}-、二角

シ，fリ戸

宵 ，ヨ前~ 細惇二競

l 岩 手 JI.:;$'ュアリーー 曾主主線三2慮、陸

二親、曾禄二貌、 寿司一誠

様季大喜隆一甥

宮 城 宮減一二三破、

宮城六角二三重量

秋 国 陸再開ー貌、陸苦闘 1IIl~ー電話、曾津

二量君、奥羽ー聖書 禄三重量 . 
奥羽二獄、奥羽

三重置、奥羽四続

奥羽五重君、奥羽

六鵬、曾津二競

岩手備前二宮君、

仙北、雄勝、三

局、御図書、中泉在
， 

来、濠洲、且ツ

ケ y ド11-7"T -

岩手メ Yシユア

リー

Ù~ 形 三局、$幼主、

細書E

頑 島 備前早生五三披 坊主大委一説、 曾津線三様、自

曾主章二貌 晩鵬取ー銃 線一説

表附

本
邦
犬
養
品
誼
帽
の
分
額
と
地
理
的
分
E

叩
に
測
す
る
研
筑

第
一
回
線

ロ
-
O九



本
邦
大
饗
品
種
の
分
績
を
地
理
的
分
布
に
欄
す
る
研
究

第
一
組

宮
一一

。

皮 ヨ蔭 唱除 雪蒔
地方別

型|短 型 |短長 型 長 型

編 島 百足袈、細~コ 聞取三娘、曾樟

拐、細書喜三聖書、 -1It 
在来六角

2炭 城 穂働茨城一紙、 竹桃茨戚三獄、 上州白線

ゴールデyメロ 水府

ン儀内一概

栃 木 ゴールデ yメロ 妨圭一鏡、J1eの . 
ν一蹴 尾一誠、間取ー

盟主

鮮 .層5 白袈六邸、銭前 '"力、聞取回二 原町

早生五獄、白ヨ 就

シガラニ二捜

埼 玉 ゴー)J，.デyメロ 虎の尾埼ー援、 紅鱒埼一誠

ン埼一服 備前早生埼四獄、

五畝四石埼一説

関取埼一波

千 官 穂揃、 三徳 l1i主ー獄、関取

二減

東 京 金玉、四圏、岡山

神奈川 鎌倉 竹練、厚生美湖 白診子

新 潟 大望書新一観、長 陸湯ー聖書

閥、六角一灘、

善光寺

石 )11 石川診子、気高 曾樟線三雪量

六角、矯川大望号

筋主大雪降、能美

郡在来、河北郡
， 

在来

富 !lJ 白書事、大正遺書 関取

福 弁 本車E六角、穏弁

白豪、八石



皮 雪要
地方別

型|短 型|短長 型長 型

I1J 梨 備前早生三六腕 虎の尾七錦、水

牢筒主、大六角 晶間取三O玉置Z

二二務

静 岡 静岡自六角第一 聖書回三徳、畿内 赤神力、コピン

披 鵬取ご襲、黒姿 カタギ、白珍子

一四八蛾

愛 知 白熊 横綱、谷風二獄 一早~)白梅、

魁 コピyカタギ

岐 皐 九升泊四九銭 白大型車七九獄、 白チー〆コ、屋栂

谷風-0五銭 四四磁

畏 野 備前厚生、大六 虎の尾、関取、

角、白書E、雷電 倍取ーO五貌
] 

軍 三重重量子、倍取 白胴六畿、白珍

一五媛、魁 子二獄、大白、

コピyカタギ三

六務、大阪六磁

滋 賀 滋賀穂剣一説 滋賀珍子九娘、 滋賀早生線六覇軍

滋賀八石五貌

京 都 大六角一宣車、白 倍取ー貌 屋横線-IJ語、 d、. 
大餐ー畿 百-!it

大 阪 .内交野 仁回線.白玉妻子

一二皆、奴五二

電量‘畿内供進曾

ご貌

奈 良 白米一旗

制歌山 耐力署長、白珍子、

小玉一三説、

短稗d、玉

兵 庫 自大型車、八百 赤神力、新淡婦、

新制力一貌

烏 取 瑞穂二重量 コピyカタギ

本
邦
大
委
品
種
の
分
類
、
と
地
理
的
分
布
に
爾
す
る
研
究

第
一
領

一ー一一
一



本
布
市
大
餐
品
種
の
分
類
と
地
理
的
分
布
に
闘
す
る
研
究

第
一
一
般

一一ーー‘一一一

養 線 褒

型|短 型 長 型|短 型

島 損 E幹線二誠、早木 一年蚕ご歳、プ

曾二獄、早木曾 ピyカタギ四lJt

三獄、島畿大聖書

-It 

間 山 在来短を‘節』眠、 矢筈 ヨピyカタギ、

静堂、早生妨主 自トウ

民 島 倍取一-. 最高気不如、ョピ

νカタギ、紅梅

-0書官.白珍子

rJI ロ ..三務 御猫線三.

香 111 コぜyカFギ、

ヨピνー器、白

珍好一賀、香川

線一聖書、屋袋線

一規

愛 媛 愛媛課一軍君、愛

緩源三量君、屋損

‘ 
毒患ご境、改良妨

主費時 . 
徳 島 徳島香川五貌、

白書喜八重君、早生

線、診好一鶴、

診好八三貌

高 知 ヰ包川長を、別府 北川妨主 高知早生線 赤神力、大石回

在来、入野在来 九貌

繭 岡 制力謀、竹下

大 分 魁 政良線、大分路、

大分膝八、大分

事畠
， 



皮 ヨ奇 棟 書E
地方lJll

型|短 型|短長 型 長 型

宮 崎 佐賀大粒二賞、 ネヂレ二混

三用線一錦、 d、

鯖一読

長崎 3・-Jl.ヂン'メロ 簡易線、島原線、

γ、大被 御厨

佐 賀 交野 際八・浮初出、

策滅線、佐賀様、. 
鬼線-11e

熊 本 八百 魁 ご甥熊島、島原

鹿児島 鎌折一軍軍 早生線、紅梅ニ

獄、白書歴八観、

改良膝八

神 縄 大饗北第一滋

籾 量宇 情愛一五電量、 f曾

委四二獄、商仁

僧姿、天安信餐、

続減輝君喜、樋卒

六角大姿、迎日

モント γポリ

(甫鮮〉 全州在来、妨主、 氷原一四鶴、三 銀安胸様、鬼穂、 白腕、鉄安ワイ

南原短二1<< 徳 仁l't周縁 サルボリ

(京滋道〉 氷原大重要因獄、 氷原大褒一三猿 六角玉姿慶州

氷原大量喜六滋

〈西鮮〉 在来白、慢出ー

八鏡、氷原六1<<

氷原一二歳

(化僻〉 在来ポyポリ、 在来ー畿、鎌折

.源在来、 j甫盟 一錦、後袋、五畝

四石ニ獄、島原

線、在来白線

本
町
聞
大
褒
口
咽
踊
聞
の
分
菌
剤
ー
と
地
理
的
分
布
に
闘
す
る
研
究

第
一
被

一一一一一司一



本
邦
大
餐
口
問
一
樽
の
分
類
と
地
理
的
分
布
に
闘
す
る
研
究

皮 主要 槻 委
地方加

型|短 型 l畏 型 |短長 型

制伯仲奉天白

恰自陣系ーさ一八

A、恰銀系一六

一七

〈熊岳城〉 在来ー娘、在来

二務、理露天黒.

蜜 理署 印1葉大餐

第
一
綴

一一一一

周



附圃 1 長裂及短型品種の芽鞘の外観

左:短型(在来短~)

右:長 型 (ゴールデンメロン〉

附 l甜 2 短型品種芽輸に生やる突起(上闘ー榔擁大)

〈右から二11目のは突起の反射側が著しく切込み第一擦がそこから現はれてゐる〉



附
圃
3

大
~
長
型
及
短
型
品
種
の
幼
植
物
の
外
都

1. 
3. 
4. 
8. 
10
は
長
型
品
種
:
自
大
姿
、
印
度
大
型
車
、
コ
・
ー
;
t
.
デ
y
メ
ロ
ン
v
締
岡
白
六
角
、
主
主
手
メ
y
:;，
'ユ
ア
F
リ
ー

2.50 6. 
7. 
9
は
短
型
品
種
:
新
淡
館
、
盤
田
三
徳
、
畿
内
関
取
2
既
、
黒
愛
148
続
、
ョ
ピ
γ
カ
タ
ギ



附
闘
4
長
型
及
短
型
品
種
の
幼
植
物
の
外
翻
比
較

1. 
2. 
3
は
長
型
品
種
:
白
大
姿
、
印
度
大
姿
、
プ
【
ル
デ
y
メ
ロ
Y

4. 
5. 
6
は
短
型
品
種
:
新
淡
路
、
盤
国
三
徳
、
畿
内
関
取
2
競



附
圃
6
長
型
短
型
の
品
種
の
護
額
の
長
さ
の
費
異

上
段
長
型
:
宮
城
123続
、
印
度
大
姿
、
岩
手
メ
シ
シ
ユ

ア
ー
リ
戸
、
白
~
6
貌

下
段
短
型
:
島
原
、
白
珍
子
、
コ
ピ
シ
カ
タ
ギ
、
畿
内
交
野

附
岡
5
長
型
、
短
型
の
品
種
の
底
刺
の
嬰
異

ゆA型底刺

上
段
長
型
:
左
よ
り
三
局
:
大
六
角
2
2続
:
岩
手
メ
y
シ
ユ
ア
ー
リ
ー

下
段
短
型
.
，左
よ
り
改
良
膝
八
、
関
取
田
2
脱
、
大
分
課

(2) 

C
 

雪主底府
j

左
短
型
:
魁

申
及
右
長
型
:
大
型
E
新
1
城
、
札
幌
六
角

~
:
 
r
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